
 

 

年休の取得向上に職場の雰囲気づくりが大きく影響 
－時間外労働 45 時間以上で 3 人に 1 人が年休を「まったく取得しなかった」－ 

 

-第３６回『勤労者の仕事と暮らしに関するアンケート（勤労者短観）』調査結果- 
   

連合総研では、10 月初旬に第 36 回勤労者短観調査を実施しました。今回の調査では、勤

労者の景況感や物価、仕事に関する意識などの定点調査のほか、「労働時間についての意識

と実態」、「ワークライフバランスについての意識と実態」、「年次有給休暇の取得状況の実態」、

「外国人労働者の受入れに関する意識」、「学校の教員の働き方等に関する意識」について調

査しました。  

調査結果のポイントは以下のとおりです。なお、調査実施要領は２ページ、調査結果の概

要については、３ページ以降をご覧ください。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

   

〒１０２ -００７４  

東京都千代田区九段南 2-3-14  靖国九段南ビル５階 

電  話  ０３（５２１０）０８５１  

ＦＡＸ   ０３（５２１０）０８５２  

担当：杉山、金沢、戸塚  

ＵＲＬ  http://www.rengo-soken.or.jp  

公益財団法人 連合総合生活開発研究所 

RENGO-RIALS  

報道用資料  
201８年 10 月 31 日  

 《調査結果のポイント》  

１．景況や物価、仕事に関する認識と賃金の状況・・・・・・・P3～7 
◆  景気が悪化したとの認識、勤め先の経営状況が悪化したとの見方がやや増加してい

る。一方、正社員の賃金改善の動きは続いている。【図表Ⅰ-１、Ⅰ-５、Ⅰ-９】  

２．労働時間についての意識と実態・・・・・・・・・・・・・P8～13 
◆  男性正社員の所定外労働時間は減りつつあるが依然多い。また、所定外労働を行っ

た人の約 3 割に賃金不払い残業がある。【図表Ⅱ-1、Ⅱ-4】  

３．ワークライフバランスについての意識と実態・・・・・・・P14～18 
◆  ７割近くが私生活重視を希望しているが、現実は約４割にとどまる。【図表Ⅲ-１】  

◆  週実労働時間が長くなるほど、仕事時間を減らし、睡眠、自由時間を増やしたいと

希望。【図表Ⅲ-５】  

４．年次有給休暇の取得状況の実態・・・・・・・・・・・・・P19～24 
◆  昨年度、年次有給休暇を「まったく取得しなかった」が、時間外労働 45 時間以上

で３人に１人、「99 人以下」で４人に１人となっている。【図表Ⅳ-2、Ⅳ-3】  

◆  職場の雰囲気が、年次有給休暇の取得実績や希望時期（時季）に合わせた取得を大

きく左右している。【図表Ⅳ-５、Ⅳ-10】  

５．外国人労働者の受入れに関する意識・・・・・・・・・・・P25～29 
◆  外国人労働者の受入れについて、現状維持を適当とする人が過半数。6 割超が、ル

ール習慣の不知によるトラブル増を懸念している。【図表Ⅴ-1、Ⅴ-８】  

６．学校の教員の働き方等に関する意識・・・・・・・・・・・P30～32 
◆  約６割が、学校の教員の平均的な労働時間が、他の労働者に比べて長時間と認識し

ている。【図表Ⅵ-１】  



 

調査実施要項  

調 査 名  勤労者の仕事と暮らしに関するアンケート調査  

調 査 機 関 
公益財団法人 連合総合生活開発研究所 

 （株式会社インテージリサーチに調査委託） 

調 査 対 象 

株式会社インテージのインターネットアンケートモニター登録者

のなかから、居住地域・性・年代・雇用形態で層化し無作為に抽出し

た、首都圏（埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県）ならびに関西圏

（滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県）に居住する

20～64 歳の民間企業に雇用されているもの２ ,０００名  

第 36 回調査より「平成 29 年就業構造基本調査」に基づいて割

付を行っている（第 26 回～35 回は、平成 24 年同調査に基づく） 

調 査 時 期 201８年（平成３０年）１０月 1 日～５日  

調 査 方 法 インターネットによるＷＥＢ画面上での個別記入方式  

回答者の構成 

（首都圏関西圏）  

単位：％、（  ）内は回答者数  

 

 

 

 

 

 

 

※四捨五入により、割合の合計値が 100.0％にならない場合がある。  

調 査 項 目 

１．定 点 観 測 調 査  

[景気・仕事・生活についての認識 ] 
景気、物価、労働時間、賃金、失業、仕事、生活等に関する状況  
認識について  

２．準定点観測調査（隔回実施）  

 [時間外労働時間の状況と時間管理 ] 

９月の所定外労働時間、不払い労働、労働時間管理に関する状  

況認識について  

３．ト ピ ッ ク 調 査 １  

[ワークライフバランスについての意識と実態 ] 

仕事と私生活の現実と希望、これからの働き方に関する認識に

ついて  

４．ト ピ ッ ク 調 査 ２  

 [年次有給休暇の取得状況の実態 ] 

年次有給休暇の保有日数等の把握・取得実態について  

５．ト ピ ッ ク 調 査 ３  

 [外国人労働者の受入れに関する意識 ] 
外国人労働者の受入れと増加した場合の期待や不安について  

６．ト ピ ッ ク 調 査 ３  

[学校の教員の働き方等に関する意識 ] 

  学校教員の労働時間と残業代支払い関する認識について  

合計 20代 30代 40代 50代 60代前半

100.0 19.8 23.3 28.8 21.2 7.0

(2000) (396) (466) (575) (424) (139)

100.0 18.7 24.2 28.7 21.2 7.2

(1086) (203) (263) (312) (230) (78)

100.0 21.1 22.2 28.8 21.2 6.7

(914) (193) (203) (263) (194) (61)

全体

男性

女性


